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協
議
員
会
は
今 

１
０
・
１
１
月
の
協
議
員
会
で
の
報

告
・検
討
内
容
を

一
部
紹
介
し
ま
す
。 

① 

来
年
度
事
業
に
関
し
て
各
隣
保 

・各
種
団
体
か
ら
提
出
さ
れ
た
要

望
検
討
及
び
来
年
度
事
業
計
画

と
予
算
組
み
の
準
備 

② 

自
治
会
関
連
費
徴
収
準
備 

③ 

協
議
員
選
出
方
法
に
関
す
る
臨

時
総
会
の
準
備 

④ 
｢

ぶ
ら
り
辻
川
界
隈｣

関
連
事
項 

⑤ 

ブ
ロ
ッ
ク
に
関
す
る
規
約
改
正 

⑥ 

１
１
月
、
フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
の 

植
替
え
用
に
葉
牡
丹
８
０
株 

お
知
ら
せ 

■■■■    

旧旧旧旧
辻
川
辻
川
辻
川
辻
川
郵
便
局

郵
便
局

郵
便
局

郵
便
局
のののの
解
体
保
管

解
体
保
管

解
体
保
管

解
体
保
管

工
事
進

工
事
進

工
事
進

工
事
進
むむむむ 

           

当
面
当
面
当
面
当
面
のののの
予
定
予
定
予
定
予
定    

    

１
月
８
日

（
日
）
１
１
時
頃
～ 

 
 

合
格
祈
願
祭

（辻
川
区
主
催
） 

１
月
２
２
日

（
日
）
１
３
時
３
０
分
～ 

 
 

平
成
２
９
年
度
辻
川
区
総
会 

１
月
２
８
日

（土
）
１
９
時
３
０
分
～ 

 
 

新
隣
保
長
会
議 

 

祭
礼
行
事
の
お
知
ら
せ 

宮
当
番[

十
六
隣
保]

よ
り 

◆
１
月
１
日
～
３
日 

 

正
月
祭
り
（鈴
の
森
各
社･

高
藤
稲
荷
）    

◆
１
月
８
日

（
日
）
１
０
時 

冬
え
び
す
（恵
美
酒
神
社
） 

 

一
戸
あ
た
り
２
０
０
円
の
賽
銭
を 

お
願
い
し
ま
す
。 

◆
１
月
１
４
日

（
土
）
１
５
時 

と
ん
ど 

（鈴
の
森･

高
藤
稲
荷
神
社
） 

事
業
報
告 

◆
９
月
１
７
日

（
土
） 

隣
保
長

隣
保
長

隣
保
長

隣
保
長

・・・・
各
種
団
体
役
員
会
議

各
種
団
体
役
員
会
議

各
種
団
体
役
員
会
議

各
種
団
体
役
員
会
議    

① 

秋
祭
り
実
行
委
員
会
構
成

・
運

行
予
定
等
説
明 

② 

協
議
員
選
出
方
法
に
関
す
る
臨

時
総
会
の
議
案
説
明 

③ 

来
年
度
事
業
計
画
立
案
へ
の
隣

保

・
各
種
団
体
か
ら
の
要
望
は

１
０
月
２
０
日
締
切
で
提
出
を 

④ 

ゴ
ミ
出
し
ル
ー
ル
違
反
の
続
く

公
民
館
横
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

防
犯
カ
メ
ラ
設
置 

⑤ 

今
年
度
自
律(

立)

の
ま
ち
づ
く

り
交
付
金
制
度
対
象
事
業
の

「
ぶ
ら
り
辻
川
界
隈
」
案
内 

◆
９
月
２
５
日

（
日
）
道
普
請

道
普
請

道
普
請

道
普
請    

 

秋
祭
り
に
向
け
て
の
区
民
総
出

の
街
路
大
掃
除
。
先
立
っ
て
の
１
８

日
に
は
老
人
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る

鈴
の
森
神
社
拝
殿

・
境
内

・
参
道
の

掃
除
が
、
２
２
日
に
は
消
防
Ｏ
Ｂ
会

に
よ
っ
て
境
内
や
そ
の
周
辺
の
せ

ん
定
と
下
刈
が
、
共
に
小
雨
の
中
行

わ
れ
、
祭
り
の
下
準
備
が
整
っ
た
。 

        
◆
１
０
月
８
日

（土
）
・
９
日

（
日
） 

秋
祭
秋
祭
秋
祭
秋
祭
りりりり    

台
風
１
６
号
接
近
に
よ
り
例
年

よ
り
１
週
間
遅
れ
で

「
し
で
飾
り
」

が
辻
に
立
っ
た
。
祭
り
当
日
も
宵
宮

宮
入
前
と
夕
方
に
小
雨
に
降
ら
れ
、

夜
半
過
ぎ
か
ら
の
本
降
り
に
も
心

配
さ
せ
ら
れ
た
が
、
本
宮
蔵
出
前
に

は
上
が
り
、
当
初
の
雨
予
報
を
裏
切

る
絶
好
の
祭
り
日
和
と
な
っ
た
。
こ

れ
も
青
年
団
を
始
め
と
す
る
祭
り

に
か
け
る
熱
き
思
い
と
屋
台
蔵
の

て
る
て
る
坊
主
の
お
蔭
か
。 

      

さ
て
、
今
年
も
辻
川
区
が

一
体
と

な
っ
た
祭
り
が
で
き
た
。
木
方
の
陣

頭
指
揮
の
も
と
棒
端
・青
年
団
が
結

束
し
て
祭
り
に
あ
た

っ
た
結
果
で

は
あ
る
が
、
併
せ
て
、
子
ど
も
会
や

消
防
Ｏ
Ｂ
会
等
実
行
委
員
会
の
皆

さ
ん
の
献
身
的
な
支
え
に
負
う
と

こ
ろ
も
大
き
か

っ
た
。
今
年
も
宵

宮
・本
宮
と
も
に
時
間
厳
守
の
蔵
入

れ
は
見
事
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
準
備

段
階
で
の
屋
台
蔵
周
辺
か
ら
の
苦

情
も
な
か
っ
た
と
の
こ
と
。
青
年
団

の
意
識
向
上
と
周
辺
住
居
の
皆
さ

ん
の
ご
厚
情
の
賜
物
で
あ
ろ
う
。 

      

と
は
い
え
、

課
題
も
見
え
た
。 

①
関
係
役
員
へ
の
青
竹
の
事
前
配

付
が
不
徹
底
で
あ
っ
た
こ
と
。
②
鈴

の
森
神
社
や
熊
野
神
社
で
の
屋
台

奉
納
時
に
整
列

・
拝
礼
す
べ
き

「青

竹
」
が
あ
ま
り
に
も
少
な
い
こ
と
。

本
棒
の
長
さ
分
の
人
数
は
ほ
し
い
。

次
年
度
は
打
ち
合
わ
せ
の
際
に
青

竹
を
配
付
し
、
宮
入
参
加
を
お
願
い

し
た
い
。
③
屋
台
練
り
の
上
手
い
南

田
原
の
各
地
区
は
足
の
運
び
に
リ

ズ
ム
と
統

一
性
が
あ
る
。
最
後
の
旧

道
で
の
練
り
の
前
に
少
し
練
習
し

た
が
、
来
年
は
「
肩
合
わ
せ
」
で
「
エ

ー
エ
ン
ヤ
ー
」
に
合
わ
せ
た
足
の
運

び
方
と
肩
の
替
え
方
を
さ
ら
に
練

習
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。 

な
お
、
１
０
月
１
８
日
、
サ
ン
Ｔ

Ｖ
で
熊
野
神
社
秋
祭
り

（本
宮
）
が

放
映
さ
れ
た
。
神
事
と
し
て
の
岩
尾

神
社
へ
の
神
輿
渡
御
は
、
明
治
６
年

に
熊
野
神
社
が
郷
社
に
列
せ
ら
れ

て
以
後
行
わ
れ
て
い
る
（神
崎
郡
誌
）

そ
う
だ
。 

          

◆
１
０
月
２
３
日

（
日
） 

臨
時
総
会

臨
時
総
会

臨
時
総
会

臨
時
総
会    

 
 

協
議
員
の
選
出
方
法
に
つ
い
て
、

従
来
の
区
全
体
か
ら
選
ぶ
「大
選

挙
区
制
」
と
、
５
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク

か
ら
２
名
ず
つ
選
ぶ
「
小
選
挙
区

ブ
ロ
ッ
ク
制
」
の
２
案
を
審
議
し 

た
。
５
８
名
の
出
席
者
に
よ
る
投
票

の
結
果
、
「大
選
挙
区
制
」
２
２
票
、

「ブ
ロ
ッ
ク
制
」
３
５
票
、
無
効
１

票
に
な
り
、
平
成
２
９
年
度
か
ら

「ブ
ロ
ッ
ク
制
」
に
よ
る
選
出
に
決

定
し
た

（裏
面
裏
面
裏
面
裏
面
にににに
予
定
予
定
予
定
予
定
）
。
今
後
は
規

約
の
中
に
ブ
ロ
ッ
ク
の
位
置
づ
け

を
定
義
し
、
新
年
度
総
会
に
提
案
す

る
こ
と
に
な
る
。
区
の
運
営
を
担
う

協
議
員
の
選
出
方
法
は
こ
こ
１
０

年
来
の
懸
案
事
項
で
あ
っ
た
が
、
区

民
の
関
心
の
低
さ
が
気
に
な
っ
た
。 

 

第４０号［2016 冬号］  平成２８年１２月３日発行 

8 日 7:40 乗り子全員集合 

8 日 12:30 宵宮少雨の宮入 

辻
川
お
宝
再
発
見
め
ぐ
り 

 
 

 
 
 
 
 
 

 

区
長 

釜 

坂 

道 

弘 

辻
川
区
で
は
、
平
成
２
８
年
度
自
律(

立)

の
ま
ち

づ
く
り
交
付
金
事
業
の
取
り
組
み
と
し
て
、
「地
域

の
お
宝
再
発
見
と
調
査

・
研
究
、
情
報
発
信
及
び
人

が
つ
な
が
る
地
域
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
こ
の
取
り
組
み
の
中
で

『
ぶ
ら
り
辻
川
界
隈
』

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
完
成
し
、
地
域
の
み
な
さ
ま
に
配

布
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
内
容
に
つ
い
て
は
、

辻
川
商
工
部
会
を
中
心
と
し
た

「
辻
川
歴
史
研
究

会
」
の
調
査
結
果
を
参
考
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
辻
川
区
に
あ
る
重
要
な
文

化
財
を
は
じ
め
地
域
の
歴
史
な
ど
に
触
れ
る
き

っ

か
け
を
つ
く
り
、
地
域
に
対
す
る
愛
着
や
誇
り
に
つ

な
が
る
も
の
と
信
じ
ま
す
。 

ま
た
、
１
１
月
６
日
に
開
催
し
た

『
ぶ
ら
り
辻
川

界
隈
』
（
辻
川
お
宝
再
発
見
め
ぐ
り
）
に
お
い
て
は
、

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
片
手
に
子
ど
も
か
ら
年
配
者
ま

で
多
数
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
と
ゲ
ー
ム
で
楽
し
い

一
日
が
過
ご
せ
ま
し
た
。

少
し
肌
寒
い

一
日
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
地
域
の
歴

史
に
ふ
れ
、
理
解
を
深
め
る
と
同
時
に
参
加
者
同
士

の
交
流
に
も
役
立
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
関
わ
っ

て
い
た
だ
い
た
多
く
の
区
民
の
皆
様
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。 

8日14:00 宵宮宮出前に井ノ口と 
9 日 8:30 今年も旧道を屋台引き 

第第第第
５５５５
回回回回
シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル    

 

９
月
２
５
日
、
文
殊
荘
で
総
勢
６

１
名
が
昼
食
と
カ
ラ
オ
ケ

・
舞
踊
を

楽
し
ま
れ
た
。
こ
の
行
事
は
平
成
２

２
年
か
ら
区
と
し
て
の
敬
老
の
日
の

催
し
が
な
く
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

老
人
会
独
自
の
取
り
組
み
と
し
て
平

成
２
４
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

9 日 11:00～11:30 岩尾神社 

9 日 17:50～18:30 本宮宮出 

9/22 

10/2 

11/13 

❤
１
０
月
１
５
日

（土
） 

辻
川
山
公
園
の
清
掃
協
力 

 

２
ブ
ロ
ッ
ク
を
中
心
に
辻
川
か
ら

３
０
名
弱
の
参
加
。
ご
苦
労
様
。 



協
議
員
と
し
て
の
任
期
を
終
え
て 

鈴
木
健
文 

皆
さ
ん
の
ご
協
力
と
ご
理
解

の
も
と
、
私
な
り
に
精

一
杯
頑
張
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
私
事
に
て
今
後
は

一
区

民
と
し
て
辻
川
区
の
発
展
と
飛
躍
を
応
援

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
長
い
間
、
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

前
田
亮
平 

長
く
感
じ
た
２
年
間
で
し

た
。
辻
川
区
の
皆
様
に
は
温
か
く
見
守
っ

て
頂
き
感
謝
感
謝
で
す
。
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。 

植
田
弘
造 

２
期
４
年
、
協
議
員
の
活
動
を

通
じ
て
村
の
仕
事
の
大
切
さ
と
共
に
、
皆
様

の
協
力
で
辻
川
が
動
い
て
い
る
と
感
じ
ま
し

た
。
新
し
い
方
法
で
選
ば
れ
る
新
協
議
員
の

方
へ
の
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
し
て
終
わ
り

た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。
益
々
の
辻
川

区
ご
発
展
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

鈴
木
和
満 

協
議
員
の
２
年
間
、
気
持
ち
だ

け
焦
り
、
何
も
出
来
な
い
こ
と
が
よ
く
分
か

り
ま
し
た
。
何
よ
り
も
、
隣
近
所
が
声
を
掛

け
合
い
仲
良
く
助
け
合
い
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
豊
か
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
感
じ
ま
し
た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

内
藤 

至 

思
い
起
こ
せ
ば
２
年
前
の
初

総
会
で
、
２
票
で
協
議
員
に
選
ば
れ
、
な
ん

で
俺
が 

ま
た
２
票
だ
け
で 

と
い
う
気
持

ち
で
当
初
は
活
動
し
て
い
ま
し
た
。
仕
事
と

区
の
行
事
の
両
立
は
大
変
で
し
た
が
、
と
て

も
好
い
経
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

田
﨑
正
和 

元
よ
り
広
報
紙
づ
く
り
が

好
き
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

反
省
は
住
民
の
声
が
盛
り
込
め
な
か
っ

た
こ
と
。
十
年
間
、
機
会
を
与
え
て
頂

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

川
端

一
郎 

永
年
懸
案
だ

っ
た
玉
垣
改
修

に
参
画
し
、
完
成
。
他
は
風
の
よ
う
だ
っ
た
。

現
規
約
の
全
面
改
正
を
始
め
、
で
き
な
い
理

由
を
直
ぐ
考
え
る
よ
り
懸
案

・
課
題
を
ポ
チ

で
、
な
く

「
真
剣
協
議
」
し
次
世
代
に
先
送

り
し
な
い
運
営
を
望
み
ま
す
。 

井
上
良
宣 

こ
の
２
年
間
、
自
治
会
活

動
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
夏
の｢

民
俗
学
の
夕
べ｣

で
は
大
変
盛
り
上
が
り
、
う
れ
し
く
思

い
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。 

山
下
美
紀 

思
い
も
よ
ら
ぬ
役
を
引
き

受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様

の
ご
協
力
の
も
と
微
力
な
が
ら
２
年
間

務
め
る
こ
と
が
出
来
、
感
謝
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
は
若
い
力
で
辻
川
区
を

支
え
て
い
た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。 

鈴
木
智
久 

在
任
期
間
中
、
何
も
で
き

ず
他
役
員
の
皆
様
に
は
た
い
へ
ん
ご
迷 

             

◆
１
１
月
６
日(

日) 

ぶ
ら
り

ぶ
ら
り

ぶ
ら
り

ぶ
ら
り
辻
川
界
隈

辻
川
界
隈

辻
川
界
隈

辻
川
界
隈    

 

風
の
強
い
時
お
り
時
雨
（
し
ぐ
れ
）

に
遭
う
あ
い
に
く
の
天
気
で
あ

っ

た
が
、
総
勢
１
４
０
名
が
秋
の
辻
川

を
楽
し
ん
だ
。
地
域
の
お
宝
再
発
見

と
新
旧
住
民
・老
若
男
女
の
交
流
を

目
的
に
、
参
加
者
が
８
班
に
分
か
れ
、

西
は
駒
ヶ
岩
か
ら
東
は
慶
芳
上
人

廟
ま
で
の
３
㎞
の
コ
ー
ス
を
、
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
を
片
手
に
、
お
し
ゃ
べ
り

し
な
が
ら
、
案
内
係
の
話
を
聞
き
な

が
ら
歩
い
た
。
途
中
、
古
宮
で
は
火

起
こ
し
体
験
、
鈴
の
森
神
社
で
は
○

×
ク
イ
ズ
、
ゴ
ー
ル
後
の
ビ
ン
ゴ
ゲ

ー
ム
も
面
白
か
っ
た
。
北
野
の
コ
ジ

イ
林
で
は

「昔
は
こ
の
椎
（
し
い
）

の

実
を
炒
っ
て
食
べ
た
。
生
で
も
美
味

し
い
」
と
聞
き
、
思
わ
ず
白
い
実
を

口
に
入
れ
た
。
ほ
ん
の
り
甘
か
っ
た
。

新
発
見
が
い
っ
ぱ
い
の
秋
の

一
日

に
な
っ
た
。
６
５
名
の
ス
タ
ッ
フ
の

皆
さ
ん
に
感
謝
。 

      

                   << <<

高
瀬
舟

高
瀬
舟

高
瀬
舟

高
瀬
舟>> >>     

前
号
前
号
前
号
前
号
か
ら
の

か
ら
の

か
ら
の

か
ら
の
続続続続
きききき    

川
岸
か
ら
駒
ヶ
岩
ま
で
伸
び
た

石
組
み

〔
写
真
１
〕
の
南
側

（
下
流

側
）
に
は
高
瀬
舟
の
船
着
場
が
あ
り
、

明
治
中
期
ま
で
使
わ
れ
て
い
た
よ

う
だ
。
こ
の
港
は
湛
保
（
注
１
）

と
呼

ば
れ
、
ま
た
、
湛
保
の
周
辺
地
は
「
浜

倉
」
（注
２
）

と
呼
ば
れ
、
積
荷
の
保
管

倉
庫
が
建
っ
て
い
た
よ
う
だ
。 

 

高
瀬
舟
が
姿
を
消
し
た
の
は
、
明

治
９
年
完
成
の

「銀
の
馬
車
道
」
と

明
治
２
８
年
開
通
の
播
但
鉄
道
〔
図

１
〕
に
よ
り
、
物
資
運
搬
の
主
役
が

馬
車
・荷
車
や
鉄
道
に
変
わ
っ
た
こ

と
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
。 

 

な
お
、
高
瀬
舟
の
運
行
は
秋
の
収

穫
後
か
ら
翌
年
の
春
ま
で
の
半
年

で
あ
っ
た
。
春
か
ら
秋
に
か
け
て
は

米
作
り
の
た
め
市
川
に
は
取
水
用

の
堰
が
設
け
ら
れ
た
た
め
で
あ
る
。

ま
た
、
川
を
遡
る
と
き
は
両
岸
か
ら

牛
か
人
が
舟
を
引
い
て
上
る
こ
と

に
な
る
。 

                                          

                                          

 

（注
１
）

た
ん
ぽ
…
福
渡
七
郎
氏

［明
治
４

０
（
１
９
０
７
）
年
生
ま
れ
］
の
回
想
（第

四
回
辻
川
界
隈
展
パ
ン
フ
へ
の
寄
稿

「
辻
川
の
昔 

ᴿ
ふ
る
さ
と
８
０
年

ᴿ 

」
）
に
は
、
大
正
期
前
半
の
話
と
し

て
、
「
（
上
坂
へ
の
三
叉
路
の
南
側
に
米

屋
が
あ
り
、
そ
の
）
米
屋
の
南
に
久
蔵

さ
ん
と
い
う
８
０
歳
位
の
頑
丈
な
老
人

が
住
ん
で
居
ら
れ
た
。
久
蔵
さ
ん
は
加

納
屋
福
渡
藤
兵
衛
さ
ん
（
１
８
６
０
亡
）

や
２
代
目
の
新
次
郎
さ
ん

（
１
８
８
６

亡
）
を
知
っ
て
い
る
唯

一
の
人
で
あ
っ

た
。
久
蔵
さ
ん
は
加
納
屋
の
船
の
船
頭

を
し
て
お
ら
れ
、
駒
ヶ
岩
の
タ
ン
ポ

（港
）
か
ら
姫
路
ま
で
の
船
路
の
様
子

を
面
白
く
聞
か
せ
て
く
れ
、
辻
川
の
先

祖
の
夢
を
見
る
思
い
を
し
た
。」
と
紹
介

さ
れ
て
い
る
。 

昨
年
度

「
辻
川
歴
史
研
究
会
」
の
要

望
に
よ
り
、
県
の
河
川
敷
整
備
事
業
に

駒
ヶ
岩
の
石
組
み

（護
岸
石
垣
）
掘
り

出
し
が
組
み
込
ま
れ
、
今
年
３
月
６
日

の
辻
川
区
の
放
水
訓
練
の
際
に
併
せ
て

そ
の
洗
い
出
し
が
行
わ
れ
た
。
百
数
十

年
ぶ
り
に
部
分
的
に
姿
を
現
し
た
湛
保

だ
が
、
今
後
の
事
業
継
続
と
歴
史
的
遺

産
と
し
て
の
保
存
が
望
ま
れ
る
。 

（注
２
）

は
ま
く
ら
…
吉
田
区
（
元
辻
川
在

住
）
の
福
永
孝
氏

（福
永
佛
壇
店
）
の

ご
教
示
に
よ
る
。 

           

           << <<

渡渡渡渡
しししし
舟舟舟舟>> >>     

市
川
筋
を
上
り
下
り
す
る
高
瀬

舟
と
は
別
に
、
市
川
を
横
断
す
る
渡

し
舟
が
西
野
村
ᴿ
福
崎
新
村
間
と

井
ノ
口
村
ᴿ
山
崎
村
間
に
あ

っ
た

〔
図
１
〕
。 

 

渡
し
が
村
境
界
に
あ
っ
た
た
め
、

そ
の
利
権
に
か
ら
む
争
い
が
頻
繁

に
起
こ
り
、
辻
川
組
と
山
崎
組
内
の

争
論
・訴
訟
の
調
停
役
で
も
あ
っ
た

大
庄
屋
三
木
家
に
は
訴
え
が
多
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

西
野
の
渡
し
は
神
崎
橋
（
注
３
）

が

で
き
た
明
治
３
０
年
に
、
井
ノ
口
の

渡
し
は
月
見
橋
（注
４
）

が
で
き
た
昭

和
２
２
年
頃
に
な
く
な
っ
た
か
。 

 

（
注
３
）

明
治
３
０
年
に
架
設
さ
れ
た
神

崎
橋
は
木
橋
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
昭

和
６
（
１
９
３
１
）
年
に
ゲ
ル
バ
ー
式
鉄

橋
に
架
け
替
え
ら
れ
た
。 

（
注
４
）

昭
和
２
２
年
架
設
の
月
見
橋
は

吊
り
橋
で
あ
っ
た

（
昭
和
３
１
年
に
改

修
）。
現
在
の
橋
は
昭
和
４
１

（
１
９
６

６
）
年
に
完
成
し
た
。 

<

参
考･

引
用
文
献
は
４
１
号
で
紹
介>

 

 

編
集
後
記 

 

１
年
に
４
回
発
行
で
４
０
号
ま
で
た

ど
り
着
き
ま
し
た
。
年
度
替
わ
り
の
４

１
号
ま
で
担
当
し
ま
す
。
感
謝

〔
田
﨑
〕 

江
戸
時
代
後
期
の
辻
川
と 

大
庄
屋

三
木
家
（
第
三
回

） 

加古川流域ﾈｯﾄﾜｰｸ・東播磨流域

文化協議会ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞより引用 写真写真写真写真２２２２    

[[ [[

図図図図
のののの
解
説
解
説
解
説
解
説]] ]]     

神
崎
郡
役
所

は
明
治
１
９
年

に
神
東

・
神
西

郡
役
所
と
し
て

建
て
ら
れ
、
明

治
２
９
年
に
神

崎
郡
役
所
と
改

称
し
て
い
る
。 

Ｊ
Ｒ
播
但
線

は
「播
但
鉄
道
」

と
し
て
明
治
２

５
年
に
福
崎
ま

で
開
通
し
、
明

治
２
８
年
に
は

生
野
ᴿ
飾
磨
間

が
開
通
し
た
。 

馬
車
や
荷
車

に
よ
る
物
流
と

行
政
機
構
の
拠

点
で
あ
っ
た
辻

川
と
、
鉄
道
に

よ
り
発
展
す
る

福
崎
駅
前
を
つ

な
ぐ
神
崎
橋
が

架
設
さ
れ
た
の

は
明
治
３
０
年

で
あ
っ
た
。 

写真写真写真写真１１１１    
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協
議
員

協
議
員

協
議
員

協
議
員
選
出
選
出
選
出
選
出
にににに
向向向向
け
て
の

け
て
の

け
て
の

け
て
の
予
定
予
定
予
定
予
定    

①
１
２
／
３
…
ブ
ロ
ッ
ク
別
選
挙
人
名
簿
の

点
検
を
当
該
隣
保
長
に
依
頼 

②
１
２
／
１

５
…
協
議
員
選
挙･

総
会
・区
長
選
出
の
案

内
を
隣
保
回
覧 
③
１
／
８
…
投
票
用
紙

配
付 

④
１
／
２
２
午
前
…
ブ
ロ
ッ
ク
別
に
投

票
（被
選
挙
人
は
所
属
ブ
ロ
ッ
ク
内
に
限
る
） 


